
冊子 1
平  成  3 ■  待  ク   にコ

定 例 教 育 委 員
△

蚕

1

―

―

臓 県 数

峯  舎  ―  会



2月 定例会 (1)

平成 31年 2月 14日 (木) 15時 30分開 催 日 時

開 催 場 所

1開   会

2 前回会議録の承認

3議   題

県庁行政棟「教育委員会室」

O第 28号議案
文化財の県指定について (学芸文化課)

O第 29号議案
長崎県立長崎図書館設置条例の一部を改正する条例の施行期日を定める規則の制定について

(新県立図書館整備室)

報     告

平成 31年度長崎県教職員研修計画の策定について                 (教 育センター)

長崎県中学生スペリングコンテスト及び長崎県中学生英語暗唱大会の実施結果について  (義務教育課)

長崎県の未来を創る「ふるさと教育」応援フォーラムの実施結果について        (義 務教育課)

平成 31年度栄養教諭選考試験の結果について              (義 務教育課 。高校教育課)

平成 31年 3月 公立高等学校卒業予定者の就職内定状況について            (高 校教育課)

高校生の活躍について                               (高 校教育課)

平成 31年度長崎県立中学校入学者選抜の実施状況等について             (高 校教育課)

平成 31年度県立学校校長・副校長・教頭選考試験の結果について           (高 校教育課)

平成 31年度県立学校職員 (実習助手、寄宿舎指導員)採用選考試験 (第 2次試験)の結果について
(高校教育課)

「文化財保護に従事する者」の採用選考試験の結果について              (学 芸文化課)

第 74回国民体育大会冬季大会にっいて                       (体 育保健課)
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第 28号議案
(学芸文化課)

文化財の県指定について

(提案理由)

長崎県文化財保護条例第 4条第 1項の規定に基づき、下記文化財を新たに県指定支

化財に指定しようとするものである。

(内 容)
◇県指定する文化財

あ りま  いしばしぐん  きょう

有形文化財 (建造物)「有馬の石橋群5橋
｀
」 (南島原市)

【指定理由】

本件は、南島原市有馬川流域に近世から近代にかけて建設された5つの石橋群であ

る。このうち、荒田下橋、田中橋、元平橋、坂下橋の4橋は、明治中期から大正時代

にかけて建設されており、石材は硬く力日工しにくい玄武岩で構成されているため、輪

石も荒削りであり、壁石も転石を利用した乱積で積まれており、現存する長崎県内の

他の地方のものとは異なる形態的な特徴を有する。

一方、これらにさかのぼる江戸後期に建設されたと推定される面無橋は、安山岩の

自然石で積まれた古い技術的特徴を示し、この地方の石橋の原点と考えられる。

このように、これらの石橋群の形態は、地域の特性を残した、地方の近代化を象徴

する土木構造物でもあり、本県を代表する石橋群として高く評価できる。



(参 考)長崎県文化財保護条例 (抄 )
第4条 教育委員会は、県の区域内に存する有形文化財 (法第 27条第 1項の規定
により重要文化財に指定されたものを除く。以下同じ。)の うち県にとって重要な

ものを県指定有形文化財に指定することができる。

2 前項の規定による指定をしようとするときは、教育委員会は、あらかじめ、指
定しようとする有形文化財の所有者及び権原に基づく占有者の同意を得なければ

ならない。ただし所有者又は権原に基づく占有者が判明しない場合は、この限りで

ない。

3 第1項の規定による指定をしようとするときは、教育委員会は、あらかじめ、
長崎県文化財保護審議会 (以下「文化財保護審議会」という。)に諮問しなければな

らない。
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◎写 真

荒田下橋 明治 26(1893)年

元平橋 大正10(1921)年

面無橋 文化元 (1804)年  (推定)

田中橋 明治 36(1903)年

坂下橋 明治28(1患 95)年



今回の指定後の県内における指定文化財の件数

平成31年 2月 14日 現在

区 分

招定別 種  別 分  類

現在の
指定等
の件数

今回増漸
招定後
の件数

国宝 3 3

重要文化財 65 65

重要無形文化財 O O

重要無形民俗文化財 7 7

重要有形民俗文化財 O 0

特別史跡 2 2

史跡 30 30

特別名勝 1 1

名1券 6 6

特別天然記念物 O O

天然記念物 35 35

国
指
定

指 定 計国 149 O 149
重要文化的景観 7 7

重要伝統的建造物群保存地区 4 4

国 選 定 計
■
―

■
― O ■

‥
■
―

国
選
定

登録有形文化財 (建造物 ) 128 128
登録有形文化財 (美術工芸品) 1 1

登録記念物 (名勝地関係 ) 3 3

登録記念物 (遺跡 ) O O

国
登
録

国 登 録 計 132 O 132
国 指 定 選 定 登 録 計 292 0 292
国 冒忍 定 重 要 美 術 品 4 4

150 1 151

r♂ /ノ r/ブ r32ジ

有形文化財

建造物

美術工芸品 r//,ジ r//,ジ

無形文化財 3 3

有形民俗文化財 10 10

無形民俗文化財 22 22

史跡 93 93

名月券 1 1

県
指
定

天然記念物 105 105
県選定 保存技術 O O

県  指  定 選  定  計 384 1 385
国 県  合  計 680 1 681



第 29号議案

(新県立図書館整備室)

長崎県立長崎図書館設置条例の一部を改正する条例の

施行期日を定める規則の制定について

(提案理由)

長崎県立長崎図書館設置条例の一部を改正する条例 (平成 30年長崎県条例第 65号 )

の施行期日を、大村市に設置する図書館の開館日にあわせて定めようとするものである。

(内 容)
別紙規則案のとおり、平成 31年 10月 5日 を施行期日に定める。



(規則案)

長崎県立長崎図書館設置条例の一部を改正する条例の施行期日を定める規貝ll

長崎県立長崎図書館設置条例の一部を改正する条例 (平成30年長崎県条例第65号)の施行期日は、平成31年 10月 5日 とする。



報 告 事 項 (1)
教育センター

件  名 平成31年度長崎県教職員研修計画の策定について

概  要 1.趣旨及び経過
○ 昨年度策定した「長崎県 教員等の資質向上指標」を踏まえ、「平
成 31年度教職員研修計画」を策定するとともに、管理職研修の見直
しを行う。

・ 11月  2日
。11月 26日
・  1月  7日

「第 1回ワーキンググループ会議」の開催
「第 2回ワーキンググループ会議」の開催
「長崎県教職員研修計画策定委員会」の開催

2.基本方針
(1)指標を踏まえた資質能力の計画的育成
(2)多様な教育課題への対応
(3)学校・教職員のニーズヘの対応
(4)研修成果の評価と活用

3.管理職研修見直しの視点
(1)アンケートの結果を踏まえて、研修内容を精選・統合・整理した。
(2)校長研修及び教頭研修ともに、 1年 目の研修に重J点化し、 2年目以
降は、選択研修を実施し、長崎大学大学院管理職養成コースの公開講

座との乗り入れを行うこととした。

(3)小・中学校において、登録者研修を新設した。

4.今後の対応
○ 各市町教育委員会、各県立学校へ通知
○ 校長会等において説明



報 告 事 項 (2)
義務教育課

件  名
長崎県中学生スペリングコンテスト及び長崎県中学生英語暗唱大会の実施

結果について

概  要 1 目的

子供たちの日々の英語学習の目標となる機会を提供することで、英語に
対する興味・関心を高めるととともに、英語でコミュニケーションを図る
ための基礎力及び英語による表現力の育成 。強化に資する。

2 長崎県中学生スペリングコンテスト

(1)実施期間
(2)実施場所
(3)参加者数

平成 30年 10月 9日 (火)～ 平成 31年 2月 4日 (月 )

名
名
名 計 延べ  17,014名

各学校
初級 延べ  7,
中級 延べ  5,
上級 延べ  3,

7, 620名  ※ 2月 5日 現在

初 。中 。上級の検定方式で、 「RISE UP ENGLISH」 を活用 し、
ペーパーまたは学校のPCで受験。各級合格者には、英文の
合格認定証を発行。

③暗唱の完成度

カーネモーラくらら
中島 和香奈
川渕愛夢奈
足達弘隆

４

３

７

９

１

０

１

９

９

(4)合格者数

(5)内  容

日
所
徒
容

期
場
生

催
催
加

開
開
参
内

３

　

１

２

３

４

※ 「RISE UP ENGLISH」 中●インターネットを用いて、英単語や表現が楽しく
学習ができるように県教委が開発 したWeb教材。使用頻度の高い単語や基
本的な表現、長崎を紹介する英文等を身に付けさせ、表現力の向上を図る。
スペ リングコンテス ト以外でも常時利用でき、中学生だけでなく、小学生
や一般も利用できる。

長崎県中学生暗唱大会

平成 31年 2月 2日 (土)13:00～ 15:45
長崎県庁 (1階 大会議室 B、 C)
25名
英文の暗唱を競 う大会で、市町の予選大会や審査によつて
選出された生徒等、各市町や学校の代表が、教科書や
「RISE UP ENGLISH」 の英文を用いて、正確に表情豊かに

(5)結  果

発表を行う。次の 3J煮で審査を行う。
①発音の正確さ ②適切な声量 。態度

最優秀賞 長崎市立横尾中学校
優秀賞  南島原市立加津佐中学校
優秀賞  平戸市立生月中学校
優秀賞  県立長崎東中学校



報 告 事 項 (3)
義 務 育課

件  名
長崎県の未来を創る「ふるさと教育」応援フォーラムの実施結果について

概  要 1.目 的
長崎県の未来を創る「ふるさと教育」を推進するために、教職員や保

護者、地域住民、企業、行政関係者等が集い、県内の優れた実践をもと

に今後目指すべき姿や連携・協働の在り方を探り、さらなる推進の契機

とする。

2.日 時
平成 31年 2月 5日 (火)13:15～ 16:45

3.会 場
長崎県庁 lF大会議室 A・ B・ C

4.参加者
教職員、市町教育委員会職員、社会教育関係者等 (約 300名 )

5.内
(1)

(2)

(3)

容

講話
「人口減少と県内定着について」(中村知事)

具体的な取組紹介

①「地元企業の魅力を伝える事業」(県土木部建設企画課)

②「地域とともにつくるキャリア教育の実践」

(長崎市立野母崎小中学校)

③「首長部局と連携したコミュニティ・スクールの取組」

(東彼杵町)

④「地域学校協働活動の取組」(壱岐市立渡良小学校)

講演
「音楽で子どもたちの『夢 e t障れ・志』を育てる」

～企業の社会貢献活動を通して～

(市原隆靖氏・株式会社ディーエスブランド)



報 告 事 項 (4)
義務教育課 。高校教育課

件  名 平成 31年度栄養教諭選考試験の結果について

概  要 平成 31年度に長崎県公立学校栄養教諭として任用するために、任用
えの選考試験を平成 30年 12月 26日 (水 )に長崎県庁で実施した。

1 職務内容
従来の学校給食管理業務に加えて、勤務校及びその近隣校におい
て、児童生徒の食に関する指導を職務とする。

【栄養教諭の主な職務】
(1)学校給食の管理 (栄養管理及び衛生管理)
(2)授業及び給食時間等における食に関する指導
(3)肥満傾向等の児童生徒に対するカウンセリング (個別指導)
(4)家庭や地域社会への啓発活動推進等

2.受験資格
(1)ガヽ 中 学 校 :長崎県公立小中学校の学校栄養職員
特別支援学校 :長崎県立特別支援学校の栄養士

※ただし、臨時的任用者を除く。
(2)教育職員免許法に定める栄養教諭の免許を有する者又は平成
31年 3月 31日 までに取得見込みの者

(3)長崎県公立小中学校の学校栄養職員又は長崎県立特別支援学
校の栄養士を 3年以上経験している者

3.試 験内容
。小論文、模擬講話、個人面接
※校長か ら提出された受験者 の評価表を別途審査

4.受験者及び任用者数等 (単位 :人 )

学校栄養職員
・栄養士数
rHRO_4_1王耳平辛Ⅲ

志願者数 受験者数 任用者数

小 中 学 校 7 3 3 3

特別支援学校 1 0 0 0

5.合 格通知及び配置
平成 31年 2月 中に合格通知を行い、平成 31年度定期人事異動
にあわせて発令す る。

替



報 告 事 項 (5)
高 校 教 育 課

件 名
平成31年 3月公立高等学校卒業予定者の就職内定状況について
〔1月末現在 全日制・定時制 高校教育課調査〕

概 要 1 就職内定状況

※脚 よ 撮崎労働局データ

○全体の就職内定率は、916.6%で、前年比0.8ポイント増加している。
○県内割合は、59,3%で、前年比0.6ポイント減少している。
○未内定者数は、93人で、前年比27人減少している。

2 学科別就職内定状況

○生徒数の減少により就職希望者数も前年比119人減少しているが、うち県内希望
者が前年比118人減と大きく減少している。

項 目 羽或29年 3月卒 平成30年 3月卒 平成31年 3月卒 醐

県  内 (%) 96. 1 93. 7 96. 1 +2.4

県  外 (%) 94. 7 99, 3 97. 5 -1.8

全  体 (%) 95. 5 95. 8 96. 6 +0.8

県内割合 (%) 58. 7 59. 9 59. 3 -0.6

船     (%) 41.3 40。  1 40. 7 +0.6

県内求人数 (人 ) 4,604 4,918 抑脚 臓 織

未内定者数 (人 ) 132 120 93 -27

鞘
県内 聯 合計 県内

飴諧 内定者 膊 講 艦 膊 縛 幡 槽

普 通 316 293 92.7 161 151 93.8 477 処 93,1 66.0%

農 業 215 209 97.2 114 112 98.2 329 321 97.6 65.1,`

工 業 463 457 98.7 571 563 98,6 1,034 1,020 98.6 仏 朗

商 業 319 305 95,6 125 120 96.0 処 425 95,7 71.絣

水 産 42 39 92.9 36 35 9■ 2 78 74 94,9 52.7,l

家 庭 6 6 lα光0 6 5 83.3 12 11 91.7 弘 5%

看 護 1 0 0,0 0 0 1 0 0.0 0。 研

情 報 10 10 lⅨ】0 7 7 100.0 17 17 lα光0 58.811

その他 18 16 88.9 3 3 100.0 21 19 90.5 84.21`

総 合 262 252 96.2 96 95 99,0 358 347 96.9 72.611

合計 (a) 1,652 1,587 961 1,119 1,l)91 97.5 2,771 2,678 96.6 硯 311

Pttf醐計lbl 1,770 1,658 93.7 1,120 1,112 99,3 2,890 2,770 95.8 醜 91`

醜 ①-61 -118 -71 2.4 -1 -21 …1.8 -119 -92 α 8 Ц光6



報 告 事 項 (6)
高 校 教 育 課

件  名 高校生の活躍について

概  要 1 大 会 名  「第 16回高校生科学技術チャレンジ(JSEC2018)」
(主催 :朝 日新聞社、株式会社テレビ朝日)
ヽ

2 開 催 日  平成 30年 12月 8日 (土)～ 9日 (日 )

3

4

開催場所  日本科学未来館 (東京都江東区)

成 績

科学技術政策担当大臣賞 (全国 2位 )
長崎西高等学校 生物部 (2年生女子生徒 3名 グループ)
「謎に満ちた地表徘徊性ハシリカスミカメムシ類の生態 (と くに発音

と闘争)を解明そして飼育技術を開発したサクセスストーリー」

2019年 5月 に米アリゾナ州フェニックスで開催される「インテル国際
学生科学技術フェア (ISEF)」 に日本代表として派遣される。

5 発表会の概要等

○全国の高校生と高等専門学校生に、日頃の研究成果を発表する機会を提供

し、生徒の科学技術に対する興味 。関心を一層喚起するとともに、自発髄

に考えて課題を解決する力、国際競争力のある若い人材を育成することを

目的として、2003年 から開催している。

○専門家による書類審査とプレゼンテーション審査で優秀な作品を表彰

○上位入賞者のうち数名 (チーム)を、世界中から高校生が集まる「インテ
ル国際学生科学技術フェア(ISEF)」 に派遣する。

(2018年の ISEFには日本から6組 13名が出場し全員が表彰された。)

【参考】

JSEC(」apan science and Engineering Challenge=ジ ェイセック)

ISEF(International Science and Engineering Fair=ア イセフ)



報 告 事 項 (7)
高 校 教 育 課

件  名 平成 31年度長崎県立中学校入学者選抜の実施状況等について

概  要 1 検査の期日及び方法

平成 31年 1月 13日 (日 ) 適性検査、作文及び面接

2 各県立中学校入学者選抜検査の実施状況

3 検査後の日程

中学校

区 分
長崎東中学校 佐世保北中学校 謙早高等学校附属中学校

定   員 120名 120名 120名

志 願 者 数 361名 303名 324名

志 願 倍 率 3.0倍 2.5倍 2.7倍

欠 席 者 数 5 名 4 名 8 名

受 検 者 数 356名 299名 316名

受 検 倍 率 3.0倍 2.5倍 2.6倍

期 日。期 間 事 項

1月 18日 (金)
入学予定者の発表

(入学予定者通知文・選抜結果通知書の発送による)

1月 21日 (月 )～
1月 25日 (金)正午

入学意思確認書の受付

1月 25日 (金)15時～
3月 29日 (金 )

欠員補充による入学予定者の意思確認



報 告 事 項 (3)
高 校 教 育 課

件  名 平成 31年度県立学校検長・副校長・教頭選考試験の結果について

概  要 1 日程等
①校長・副校長

方 法  面接
期 日  平成30年 12月 17日 (月 )～ 19日 (水 )

②教 頭

法

日

方

期

面接

平成 30年 12月 21日 (金)・ 25日 (火 )
12月 26日 (水 )

2 選考結果

( )は 女性で内数

3 過去の状況 (平成29年度実施)

4 結果通知
所属長・本人あて 平成 31年 2月 15日 (金 )

5 今後の日程

合格者については管理職候補者名簿に登載 し、任用はこの中から行 う。
配置校については 3月 の内示の際に通知する。

区   分 校長 。副校長 教  頭

受 験 者 46(5) 52(2)

1次合格者 28(5)

最終合格者 16(4) 15 (2)

最 終 倍 率 2. 9倍 3.5倍

区    分 校長 。副校長 教  頭

受 験 者 38 (2) 48(3)

1次合格者 21 (2)

2次合格者 14(2) 15(2)

最 終 倍 率 2. 7倍 3. 2倍



報 告 事 項 (9)

件名
平成31年度県立学校職員 (実習助手、寄宿舎指導員)採用選考試験
(第 2次試験)の結果について

概要
1 日程等
(1)試 験 日
(2)試験会場
(3)試験内容

平成 31年 1月 11日 (金)
長崎県庁行政棟

①小論文  ②個人面接

2 選考結果

<A採用 (障害者特別採用選考)>

※障害者特別採用選考については、志願があつた校種・教科のみ掲載

<B採用 >

志願者数等

職  種

志願者数

(A)

受験者数

(B)

第1次試験

合格者数

(C)

第2次試験

合格者数

(D)

倍 率

(B)/(D)

実習助手 (特別支援) 4 4 4 4 1. 0

合  計 4 4 4 4 1. 0

職  種

志願者数

(△)

受験者数

(B)

第1次試験

合格者数

(C)

第2次試映

合格者数

(D)

倍 率

(B)/(D)

実習助手 (理  科 ) 12 10 5 1 10. 0

実習助手 (農  業) 10 10 5 1 10. 0

実習助手 (工業電気) 4 4 4 1 4. 0

実習助手 (工業建築) 7 7 5 2 3. 5

実習助手 (特別支援) 12 12 5 1 12. 0

小  計 45 43 24 6 7. 2

寄宿舎指導員 15 15 5 1 15. 0

合  計 60 58 29 7 8. 3



概要 (参考)昨年度の実施状況

3 結果の通知   平成 31年 2月 1日 (金 )

職  種

志願者数

(A)

受験者数

(B)

第1次試験

合格者数

(C)

第2次試験

合格者数

(D)

倍 率

(B)/(D)

実習助手 (理  科 ) 16 14 5 1 14. 0

実習助手 (農  業) 11 11 4 1 11. 0

実習助手 (工業化学) 6 6 2 1 6. 0

実習助手 (工業建築) 7 7 5 1 7. 0

実習助手 (工業土木) 5 4 2 1 4, 0

実習助手 (特別支援) 15 15 5 1 15. 0

小  計 60 57 23 6 9. 5

寄宿舎指導員 21 20 6 1 20.0

合  計 81 77 29 7 11. 0



報 告 事 項 (10)
学芸文化課

件  名 「文化財保護に従事する者」の採用選考試験の結果について

概  要 1 第 1次試験
(1)試験日時
(2)試験会場
(3)試験内容

平成 30年 11月 25日 (日 )10時～12時
県庁行政棟 1階大会議室
専門試験 (職務の遂行に必要な専門的な知識に
ついての記述式による筆記試験)

2 第 2次試験
(1)試験 日時
(2)試験会場
(3)試験内容

平成 31年 1月 13日 (日 )10時～15時 15分
県庁行政棟 3階会議室
実技試験 (遺物実測図作成)、 個人面接

3 最終合格者   2名

【濃考経過】

※ ( )の数字は女性の受験者数 (内数)

4 結果の通知
・平成 31年 2月 1日 (金 )
・本課ホームページ掲載と併せて第 2次試験受験者全員へ文書にて通知

5 今後のスケジュール
田県人事委員会に対し採用選考申請を行う。

。平成 31年 3月 開催の人事委員会において正式決定の後、平成 31年

4月 1日 付け採用予定。

志願者数等

職 種

志願者数

(A)

第1次試験

受験者数

(B)

第1次試験

合格者数

(C)

第2次試験

受験者数

(D)

最 終

合格者数

(E)

倍 率

(B)/(E)

文化財保護に

従事する者

12
(4)

9

(2)

5

(2)

4

(2)

2

(1)
4. 5



報 告 事 項 (11)
体育録健課

件 名 第74回国民体育大会冬季大会について

概 要 O スケー ト競技会
1期  日
・ショートトラック 平成 31年 1月 30日 (水)～ 2月 3日 (日 )

於 :釧路市春採アイスアリーナ (北海道釧路市)

2 県選手団
。ショートトランク 監督 1名・選手 1名

3 競技結果
・ショートトラック 成年男子 (竹内 悠)
1000m 予選 6組 4着 予選敗退
500m 予選 2組 3着 予選敗退

1ノ分 46秒 318

46つ〉437

4 総合成績
・ス ケ ー ト競技 31位 得点 10J点

O スキー競技会
1期  日
・ジャイアントスラローム 平成 31年 2月 14日 (木)～ 17日 (日 )

於 :サンポロテイネ (北海道札幌市)

2 県選手団
。ジャイアントスラローム

監督 1名 。選手 1名 (成年男子 C:小倉 勉)


